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ある。本論文の構成は、「序章」「第1章 モティーフ研究」「第2章 ファンタジーの技法」「第3章 『教育の書』
と名付けられた意味」「終章」からなる。論者は『グリム童話集』全体に表れる中核となる五つのモティーフ（「パ
ン」「森」「糸紡ぎ」「刑罰」「怠け者」）を選定して考察を加え、さらに『童話集』の技法について分析し、以下
のような結論を導き出している。「本来の教育の書」の意味とは、詩的表現法によって、古いゲルマン文化の遺
産を示し、人間存在と人間世界の諸相を描き出し、さらに時代のアクチュアルな問題を提起し、読者に楽しみ
つつ感じ、考える機会を与えることにある、と。『グリム童話集』の研究は数多くあるが、「教育の書」の観点
から『童話集』の全体を考察した研究は今までにほとんどなく、本論文はテーマ設定に独創性がある。『童話集』
の詩的ファンタジーの背後に潜んでいる、文化と人間に関するグリム兄弟の教育的意図をとりだしている結論
部分も的確である。豊富な資料に基づく着実な実証的研究姿勢も評価できる。これらにより審査委員は全員一
致して、本論を意義のある優れた論文であると判断した。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
